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令和 6 年度 

第 6 回 真壁地区学校統合準備委員会 総務分科会 議事概要 

日 時：令和 6 年１月 10 日（水） 

場 所：真壁伝承館 会議室１ 

 

（１） 制服選定プロポーザルについて 

  真壁地区学校統合準備委員会による審査の結果、下記の通り事業者が決定しました。  

  ■制服を製造する事業者    

名 称：ママダスクールソリューションサービス株式会社 

   所在地：茨城県筑西市横島２３０番地 

 

  ■制服のサンプル 

     P.３～P.6 に記載しています。 

  ※事業者より提案のあったサンプルを基に、今後、制服のデザインを決定していきます。     

 

（２）学用品について（P.10 に学用品の一覧を記載しています。）       

■シューズ（意見交換） 

  ・桜川中では新規提案の④番が性能的にも一番良いという意見が出ている。 

・④番は性能的に良いが、価格が少し高い。 

・シューズを毎年買い替えるのであれば安いほうが良い。 

・買い替えの頻度も意識して決定したい。 

・男の子の場合は足が大きくなると買い替えになってしまう。 

  ・３年間で３、４回買い替えた経験があるため、価格は安い方が望ましい。 

・桃山学園で現在使用している②番は、④番より価格が安く性能も同程度だと考える。 

■シューズ（決定） 

②番の桃山学園（現行）シューズに決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

価格：\3,080（税込） 

※令和５年１２月現在 
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■通学カバン（意見交換） 

・縦型のカバンは片手で持つこともできるのか。 

⇒手で持つ、肩にかける、背負うの３パターンに対応している。 

・登下校時に通学カバンを背負うことは認められているか。 

⇒通学カバンは自転車の後ろに結びつけるってことになっている。 

あくまで横型のカバンを想定しているため、縦型のカバンを背負うことによる明 

確な安全の根拠があれば、ルールを変更することは可能だと思われる。 

・背負うことを想定して縦型を採用した場合、後の協議で背負うことを認めないと 

なると、縦型を採用したメリットが無くなるのではないか。 

⇒縦型のカバンは背負えるという機能だけでなく、容量が大きく、iPad を入れるポ 

ケットがついている等の特徴もある。 

⇒カバンについては、荷台に紐で括ることを前提にして製品を決定する。背負うこと 

を認めるかどうかは後から学校の規則等で決めていく。  

■通学支援カバン（決定） 

  ③番の縦型通学カバン（新規 A）に決定する。 

⇒通学の際に背負うことを認めるかについては安全を考慮して後ほど決める。 

  

 

 

 

 

 

 価格：\11,800（税込） 

※令和５年１２月現在 

 

 ■サブバック（意見交換） 

  ・通学カバンの容量が大きくなったため、サブバックは大きくなくても良い。   

・サブバックを前かごに縦向きに入れると、不安定でバランスを崩すことがある。 

・現行桜川中のサブバックだと自転車のカゴに横向きで入れることができる。 

 ■サブバック（決定） 

①番の桜川中（現行）サブバックに決定する。 

 

 

 

 

価格：\3,650（税込） 

※令和５年１２月現在  
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制服サンプル タイプ１（写真） 
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制服サンプル タイプ１（説明） 
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制服サンプル タイプ２（写真） 
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制服サンプル タイプ２（説明） 
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第６回 真壁地区学校統合準備委員会 総務分科会 次第 

 

日時：令和６年１月１０日（水） 

午後 7 時 00 分より 

場所：真壁伝承館 第１会議室  

 

１ 開  会 

 

２ 分科会長あいさつ 

 

３ 協議事項 

（１）制服選定プロポーザルについて 

（２）学用品について 

（３）その他 

 

4 閉  会 
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（１）制服選定プロポーザルについて 

「真壁地区学校統合準備委員会 制服選定プロポーザル実施要領」に基づき、制服製造業者

が制作した提案書及び制服製品見本について、学校生活分科会と総務分科会が「審査基準」

に基づき審査を行う。 

 

①審査方法 

・評価は、５段階評価（５・４・３・２・１）で行い、下記のとおり換算値を設ける。 

評価値 
非常に良い 良い 標準 悪い 非常に悪い 

５ ４ ３ ２ １ 

換算値 １．０ ０．８ ０．６ ０．４ ０．２ 

・評価項目ごとに、基準点と換算値を掛けて合計したものを事業者の評価点とし、各審査委

員が最高得点を最も多く付けた事業者１社を選定する。ただし、審査員個人で最高得点を

付けた事業者が複数いた場合は、案分して計算する。 

・最も多く選定された事業者が複数いた場合は、その事業者の中で，各審査員による決選投

票を行い、事業者１社を選定する。 

（例） 

評価項目 評価事項 基準点 評価 評価点 

企
画
提
案 

経済性 
・現在の制服の価格を考慮しつつ，保護者

等に配慮した価格となっているか。 
２０ ３ １２ 

※評価点：２０（基準点）×０．６（換算値）＝１２ 

※評価点の計算は事務局で行いますので、審査委員の方は、５段階評価をお願いします。 

 

②プロポーザルの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プレゼンテーションと質疑応答は１５分、審査は５分とする。 

※全ての業者の審査が終わった後に集計を行う。 

※結果発表まで時間がかかるので、審査が終了した後は、次の協議事項に移る。  

プレゼンテーション 

質疑応答 

審査 集計 結果発表 

繰り返す 

全プレゼンテーション後 
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（２）学用品について 

 前回の分科会の時に、シューズや通学バック、サブバックの検討を行ったが、価格や保証、

販売方法などを調査の上、再検討することとなった。 

 

※学用品の詳細は、３ページのとおりです。 

※１２月より、一部商品が値上げされています。 

※原材料の高騰により、今後も値上げの可能性があります。 

 

①シューズ 

≪質問≫ 

・桜川中学校のシューズを１色に統一する場合または桃山学園のシューズで色分けを導入

する場合、価格に変動はあるか。 

・シューズを桜川中学校か桃山学園のどちらかに統一する場合、価格に変動はあるか。 

 

≪回答≫ 

・1色に統一または色分けした場合でも、価格が変わることはない。 

・シューズをどちらかに統一した場合でも、数に関係なく、価格が変わることはない。 

※シューズについて、どのようにするかご意見をお願いします。 

 

②通学カバン 

※前回の協議では、通学カバンは、桜川中学校と桃山学園で同じものを使っていたため、変

更なしとなったが、メーカーより縦リュック型の通学カバンの提案あり。 

※縦リュック型の通学カバンの特徴として、容量が多く、縦型のため、教科書類が動かず安

定する、タブレットを収納スペースがあることがあげられる。 

※通学カバンについて、新しいものを導入するかご検討をお願いします。 

 

③サブバック 

※サブバックについて、桜川中学校と桃山学園でメーカーが異なり、また、桜川中学校では、

「井坂スポーツ」から、桃山学園では、「タサキ洋品店」などの真壁地区内の衣料品販売

店で取り扱っている。 

※今回、新しいサブバックも提案いただいたが、どちらかのサブバックの採用が決まった場

合、両方の販売店で購入できるかどうかは、メーカーと販売店の間で相談いただく予定。 

※サブバックについて、どのようにするかご意見をお願いします。 
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≪参考：体操服について≫ 

 サイズ 長袖上 長袖下 半袖上 半袖下 合計 

桜川中学校 

SS~LL 7,480 6,380 3,080 4,785 21,725 

3L 8,085 7,150 3,410 5,225 23,870 

4L~5L 9,020 7,920 4,015 5,720 26,675 

桃山学園 

120~150 6,765 4,785 3,355 3,938 18,843 

SS~3L 7,480 5,445 3,685 4,268 20,878 

4L~5L 8,778 6,435 4,378 5,060 24,651 

新規作成 

120~150 8,800 6,050 3,300 3,938 22,088 

SS~3L 9,570 7,150 3,630 4,268 24,618 

4L~5L 11,440 8,580 4,323 5,060 29,403 

※各学校の体操服は、１２月から値上げとなった。 

※現時点で、もし新たに桃山学園の体操服と同じものを作成した（新規作成）の場合、原材

料の高騰により、現在よりも価格が高くなる。 

※基本的には、元のデザインから加工する部分が増えれば増えるほど、価格は高くなる。 

※今、価格が抑えられているのは、製作が６年前であること、また、体操服という公共性が

高いものであることから、原材料が高騰しても、ある程度、当時の価格設定から大きく値

上げにならないように調整しているため。 
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真壁地区学校統合準備委員会 制服選定プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

令和７年４月に，真壁地区学校の谷貝小学校，樺穂小学校，桜川中学校，桃山学園の

４校が統合するにあたり，生徒が使用する新しい制服について，デザイン及び製造する

事業者を選定するため，プロポーザルを実施する。 

 

２ 学校概要 

(１) 学校名：（仮称）桜川市立真壁学園義務教育学校 

(２) 住 所：桜川市真壁町伊佐々158 番地 

(３) 生徒数の推移 

年度 7 年生 8 年生 9 年生 合計 

令和 7 年度 126 114 95 335 

令和 8 年度 94 126 114 334 

令和 9 年度 98 94 126 318 

令和 10 年度 90 98 94 282 

令和 11 年度 84 90 98 272 

令和 12 年度 66 84 90 240 

 

３ 募集内容 

（１）制服（ブレザータイプ） 

ブレザー，スラックス（冬服），スカート（冬服） 

※基本仕様の詳細については，別紙「制服基本仕様書」に基づく。 

※夏服のスラックス・スカート・ポロシャツは，事業者の決定後に総務分科会の意向を

反映させたものを提案いただく。 

 

（２）導入年度 

令和７年度 

 

４ 参加資格 

①直近５年間（令和元年度から令和５年度）に茨城県内の公立中学校，高等学校に納入

実績がある業者であること。 

②地方自治法施行令第 167 条の４の規定に該当しないこと。 

③国・県または他の地方公共団体から，参加表明日において指名停止を受けていないこ

と。 
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④国税・都道府県税及び市町村税に滞納がないこと。 

⑤役員等が市暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力団員等でないこと。 

⑥役員等が暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有していないこと。 

⑦その他，法令等に違反していないこと又は違反する恐れがないこと。 

⑧真壁地区内の販売店を通して制服を供給可能であること。 

⑨令和７年２月末までに納品できること。 

 

５ 選定スケジュール 

令和５年１１月１３日（月） 事業者募集開始，市ホームページにて周知 

令和５年１１月２２日（水） 事業者説明会 

令和 5 年１１月２９日（水）１７時まで 参加表明書の受付締切 

令和 5 年１１月２９日（水）１７時まで 質問の受付締切 

令和 5 年１２月１日（金） 質問の回答 

令和５年１２月２２日（金）１７時まで 参加申込書，提案書等書類提出受付締切 

令和６年１月１０日（水） 審査の実施 

・ヒアリング（事業者の業務実績） 

・プレゼンテーション（企画提案） 

令和６年１月中旬予定 結果通知予定 

 

６ 事業者の募集及び説明会 

 令和５年１１月１３日（月）に，市ホームページにて本プロポーザルを周知する。 

また，令和５年１１月２２日（水）に事前説明会を実施するので，本プロポーザルに

参加を希望する事業者は，別紙の「制服選定プロポーザル説明会参加申込書」を事務局

宛に電子メールまたはＦＡＸにて提出すること。 

場所：桜川市役所真壁庁舎内会議室（桜川市真壁町飯塚９１１番地） 

 

７ 参加表明書の提出 

 本プロポーザルに参加を希望する事業者は，令和５年１１月２９日（水）１７時まで

に，事務局宛に参加表明書（様式１）を持参又は郵送（特定郵便，簡易書留，一般書留

のいずれか）にて提出すること。 

 

８ 質問の受付及び回答 

（１）提出期限 

 令和５年１１月２９日（水）１７時必着 
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（２）提出方法 

 質問書（様式２）を記入の上，事務局宛に電子メールにて送付すること。 

 （メール件名は，「【事業者名】公募型プロポーザルに関する質問」と表記すること。） 

 

（３）回答方法 

 令和５年１２月１日（金）までに，参加表明書（様式１）を提出した全事業者に対し

て，質問者を特定できなくしたうえで，電子メールにて回答する。 

 

９ プロポーザル参加にかかる必要書類の提出 

（１）提出書類等 

 「４ 参加資格」を満たし，本手続に参加する場合は，次の必要書類を提出すること。 

提出書類 内容・留意事項等 様式 部数 

１ 参加申込書  様式３ １部 

２ 
会社概要 〇様式の他，会社概要を付したパンフレ

ットを添付すること。 
様式４ 

４０部 

３ 

業務実施体制 〇以下の内容が分かるもの。 

・人員の配置，担当人員の経験年数等 

・生産体制（年間生産数，縫製人員数，

品質管理等） 

〇業務実施に係るスケジュール 

任意 

４ 
納入実績 〇桜川市内または茨城県内の主な納入

実績一覧 
様式５ 

５ 
販売体制 〇販売店との連携体制 

〇アフターケアのサポート体制 
任意 

６ 

提案書 〇「制服基本仕様書」に基づき作成。 

〇現物の写真を添付すること。 

〇提案数は，２セット以内とする。 

任意 

７ 
製品価格見積書 

（販売予定価格） 

〇「制服基本仕様書」に基づき作成。 
任意 

８ 

制服製品見本 〇プロポーザル当日に持参。 

〇提案する制服製品見本は，２セット以

内とする。 

〇参加事業者がマネキンを用意し，シャ

ツ，ブラウス等を着用した状態のもの

とする。 

当日 

持参 
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（２）作成要領 

・提出書類は，原則 A４版縦とし，構成上必要なものについては，A3 版横も可とする。

また，各ページには，ページ番号を付し，１部ずつ綴じ込みを行うこと。 

・提出期限後の提出物，製品見本等の修正，変更は認めない。 

・提出書類及び見本の作成等に要する経費は，事業者負担とする。 

・プロポーザル後に製品見本のみ返却し，提出書類の返却は行わない。 

 

（３）提出期限 

令和 5 年１２月２２日（金）１７時まで（必着） 

 

（４）提出方法 

・持参又は郵送（特定郵便，簡易書留，一般書留のいずれか）とする。 

・制服製品見本については，当日に直接持参とする。 

 

１０ 審査の実施 

 別紙「審査基準」を基に，「事業者の業務実績」及び「企画提案」の各項目を審査す

る。 

 

【ヒアリング】 

事務局が，提案書を基に「事業者の業務実績」についてヒアリングを行う。  

 

（１）実施日時及び場所 

日時：令和６年１月１０日（水） 

場所：桜川市役所真壁庁舎（桜川市真壁町飯塚９１１番地） 

 

（２）所要時間 

提案書に基づくヒアリング ２０～３０分程度 

 

（３）出席者 

事業者１社につき３名以内とする。 

 

（４）その他 

・ヒアリングは，提出された提案書を基に行うこととする。 

・ヒアリングの順番は，提案書の受付順とする。 
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【プレゼンテーション】 

「真壁地区学校統合準備委員会学校 生活分科会・総務分科会」が，提案書及びプレ

ゼンテーションの内容を基に「企画提案」について，審査を行う。 

 

（１）実施日時及び場所 

日時：令和６年１月１０日（水） 

場所：真壁伝承館（桜川市真壁町真壁１９８番地） 

 

（２）所要時間 

提案書に基づくプレゼンテーション １５分（質疑応答を含める） 

 

（３）出席者 

事業者１社につき３名以内とする。 

 

（４）その他 

・説明は，提出された提案書を基に行うこととし，変更や差し替えは認めない。 

・プレゼンテーションに必要な場合は，プロジェクター及びスクリーンの使用を可能と

する。その場合は，事前に事務局に連絡し，パソコンは事業者が持参することとする。  

・制服の見本品を展示するマネキン等は，事業者が持参すること。 

・プレゼンテーションの順番は，提案書の受付順とする。 

・プレゼンテーションに要する経費は，事業者負担とする。 

 

１１ 選定方法 

（１）審査 

①別紙の「審査基準」に基づき審査を行う。 

②審査の結果，各審査委員が最高得点を最も多く付けた事業者１社を選定する。ただし，

審査員個人で最高得点を付けた事業者が複数いた場合は，案分して計算する。 

③各審査委員が最高得点を最も多く付けた事業者が複数いた場合は，その事業者の中で，

各審査員による決選投票を行い，事業者１社を選定する。 

④事業者が１社の場合は，上記と同様に審査を行い，提案の内容についてその目的を十

分に達成できるものと判断できるときは，当該参加者を事業者として選定する。 

 

（２）結果の通知 

審査の結果は，本プロポーザルに参加したすべての事業者に対して，令和５年１月の

中旬ごろに書面で通知する。 
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なお，審査する委員及び審査の経過や結果などの審査に関する問い合わせや異議申し

立ては，一切受け付けないものとする。 

 

１２ 資格喪失 

 以下に該当した場合は，参加の資格を失うものとする。 

①提出書類等に虚偽の記載があるとき。 

②期限内に書類が提出されないとき。 

③提案書が実施要領に適合しないとき。 

④選定結果に影響を与えるような不正が認められたとき。 

 

１３ その他留意事項 

・提出書類は，公平性，透明性及び客観性を期するため公表することがある。 

・提示している児童・生徒数は見込みであり，見込数に達しない場合でも異議無く履行

すること。 

・採用されたデザインに関する権利は，桜川市教育委員会学校教育課に帰属もしくは譲

渡する。 

・選定された製品見本については，必要に応じて真壁地区学校等に展示をした後に，補

正・修正を依頼することがある。 

・販売後の製品に係る諸問題には，誠意をもって対応すること。 

・プロポーザルに関する一切の費用については事業者の負担とする。 

・制服の導入から少なくとも５年以上の期間，購入を希望する生徒，保護者に安定し 

て供給が続けられること。 

・参加申込書の提出後にプロポーザル参加を辞退する場合は，参加申込辞退書（様式６）

を提出すること。 

・この要領に定めるもののほか，必要な事項については統合準備委員会総務分科会が定

める。 

 

１４ 問い合わせ及び提出先（真壁地区学校統合準備委員会事務局） 

〒300-4495 茨城県桜川市真壁町飯塚 911 番地 

桜川市教育委員会 学校教育課 企画・営繕グループ 

電話：0296-55-1111 

FAX：0296-20-7522 

Email：gakkou_s@city.sakuragawa.lg.jp  
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制服基本仕様書 

 

１ 目的 

・令和７年４月に開校する（仮称）真壁学園義務教育学校の後期課程生徒が使用する制

服について選定する。 

 

２ 導入年度 

・令和７年４月から新しい制服を導入し，その時に７年生となる生徒から導入する。 

 

３ 募集する制服 

（１）主な仕様（１セット当たり） 

 内容 備考 

① ブレザー・スラックス（冬服） 165Ａ相当のもの 

② ブレザー・スラックス（冬服） 155Ａ相当のもの 

③ ブレザー・スカート（冬服） 155Ａ相当のもの 

・１社あたり２セット以内の提案とする。 

・参加事業者がマネキンを用意し，シャツ，ブラウス等を着用した状態のものとする。 

・ネクタイやリボン，エンブレム等の付属品の提案は，任意とする。 

・夏服のスラックス，スカート，ポロシャツは，事業者の決定後に総務分科会の意向を

反映させたものを提案いただくこととする。 

・LGBTQ 等への対応ができるようにすること。 

 

（２）製品価格見積書（販売予定価格） 

 保護者の負担を考慮し，制服（ブレザー・スラックス）の見積額は，現在の桃山学園

及び桜川中学校の制服の価格（45,000 円程度（税込み））と同程度のものとすること。 

 

（３）保護者アンケート調査結果の反映 

 市教育委員会では，令和５年６月に「制服・体操服に関するアンケート」（別紙参照）

を真壁地区学校の児童生徒，教職員，保護者を対象に実施した。その調査結果を踏まえ

た制服を提案すること。 

※新しい制服を作るとなった場合，大切なポイントして，「家庭で洗濯できる」「シワに

ならない」「耐久性」「清潔性」「寒暖対応」「価格」などが高い割合を示した。 

 

４ その他 

 プロポーザル実施要領，審査基準等を十分に確認のうえ，提案を行うこと。  
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審査基準 

 

評価項目 評価事項 基準点 

事
業
者
の
業
務
実
績 

業務実施 

体制 

・限られた時間内に制服を供給する体制が整っているか。 

・業務の実施フロー及びスケジュールは適当か。 
１０ 

納入実績 ・本市や茨城県内での納入実績があるか。 ５ 

販売体制 

・本市販売店から購入することができるか。 

・修繕や直しが生じた場合のアフターサービス体制が確

保されている。 

２０ 

企
画
提
案 

機能性 

快適性 

・自宅で洗濯ができる等，手入れがしやすい工夫がされて

いるか。 

・寒暖への適応性に優れ，快適に学校生活が過ごせるよう

な提案がされているか。 

・中学生の身長の増加に合わせて仕立て直しが可能かど

うか。 

・汚れが付きにくく落としやすい，抗菌防臭、撥水加工等，

機能性についての提案がされているか。 

２０ 

経済性 
・現在の制服の価格を考慮しつつ，保護者等に配慮した価

格となっているか。 
２０ 

コンセプト 

デザイン 

・色やシルエットなど男女の違いを出さない等、多様性に

配慮した提案がされているか。 

・生徒、保護者、地域に対し、好感がもてるものであるか。 

１０ 

耐久性 
・素材や縫製技術面等，３年間の着用に耐えうるような提

案がされているか。 
１０ 

その他 

・上記の他，特筆すべき事項があった場合に内容を記入す

ること。 

内容（                 ） 

５ 

合計 １００ 

 

【評価方法】 

・評価は，５段階評価（５・４・３・２・１）で行い，下記のとおり換算値を設ける。 

・評価項目ごとに，基準点と換算値を掛けて合計したものを事業者の評価点とする。 

評価値 
非常に良い 良い 標準 悪い 非常に悪い 

５ ４ ３ ２ １ 

換算値 １．０ ０．８ ０．６ ０．４ ０．２ 


